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貴社新研究所建設計画の工事説明会についての申入れ 

 
拝啓 初秋の候、貴社ますますご繁栄のこととお喜び申し上げます。 
さて、先週 8月の 28、29の両日に渡って、貴社が竹中工務店と連名で新研究所
建設工事の説明会を実施したことにつきましては、毎日新聞の地方版や神奈川新

聞の全県版にて状況が報道されましたことでもすでにご承知のことと存じます。 
 
 あらためて私どもがここに申入れいたしますのは、藤沢市の指導要綱にもとづ

き事業告知の掲示許可を受けた以後の工事説明会の開催にて、貴社および竹中工

務店の主催でありながら、参加する住民と参加を拒絶する住民との基準をもうけ、

出席を希望する一部住民をやみくもに締め出したことについて、今後の開催をど

うお考えなのかを確認致したいからであります。 
 
 とくに環境アセスメントについて住民がいろいろな意見をいだくことは当然で

あって、環境の変化があればその影響は住民を区別することはありません。 
武田問題対策連絡会は貴社にたいし、どのような理由にしても工事説明会にお

いて住民を区別することのないよう要請いたします。また藤沢市行政担当窓口に

は、環境アセスメントの審査中ながら工事説明会を平行して開始した経緯を問い

合わせていくつもりです。 
末筆になりましたが、貴社の一層のご発展を祈念いたします。 
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